
 
 
 
 
１ 指導の立場 

（１）研究主題について 

 本校の校舎は，地域の方，

保護者，教職員，生徒など

からアイデアを募集して，

それを取り入れてつくら

れている。その特色の一つ

として，エコスクールとい

う側面がある。具体的なつ

くりでは 
○太陽光発電：４０ｋｗの発電能力を持ち，自然

エネルギーの利用と共に教育的効

果としても利用 
○雨水循環池：雨水を貯留，各階の池に循環させ，

植栽への給水及び景観として利用

される。 
○風力発電：ＰＴＡの事業として設けられ，外灯

の電力として利用されている。 
○屋上の植栽帯：屋根の断熱層として機能し，ま

た，体感温度の低減となる。 
 このようなつくりがあることは，日常生活にお

いて，心のゆとりやうるおいを感じたり，自然に

対する興味関心を持ったりするという意味では

効果が大きいと考える。しかし，主体的にこの環

境と関わり，現状や効果を調べたり，管理や改善

を行ったりするまでには至っていない。 
 本校の生徒は，理科の授業での観察や実験には

意欲的に取り組むことができる。また，基本的な

学習習慣はある程度定着している生徒が多い。し

かし，与えられた活動は確実に行うが，自分なり

の考えや予想・見通しをもって主体的に追求する

姿勢が弱い。 
 以上のようなことから，本校の特色を生かして

生徒が身のまわりの自然から問題を見つけ，目的

意識をもって主体的に解決していく力を培いな

がら，自然との関わり方の認識を深めることがで

きないかと考えた。そこで，研究仮説を以下のよ

うに設定した。 
身近な環境の特色を知り，関わり方を学んで

いけば，自然との関わり方の認識を深めること

ができる。 
  
（２）研究内容 

 

 

 

 

 

   

 

２ 実践 

① 環境をテーマに個人追求を行う選択理科の単元

指導計画の作成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 自然との関わり方の指導 

（１）ビオガーデンとしての捉え 

 自然と人間の関わりにおいて，人間がどのよう

に，どの程度関わるか考える必要がある。「ビオ

トープ」ということばは一般的に使われるように

なってはいるが，人間の生活する学校の中にビオ

トープをつくるには様々な制限が出てくる。例え

ば，校内にハチやアリが増えれば，当然被害を受

けるものが出てくる。自然を優先していけば，人

工的な要素は排除していかなければならない。こ

のようなことを考えていくと，この研究では，人

間の生活の中に自然を取り入れ，ある程度管理を

していくという方向で進めていくことにした。そ

して，研究を進めていく中で，人間が手を加えな

くても自然生態系が成り立つような方法を模索

していく。以上のことを，授業で確認して研究を

始めた。 

学校の特色を生かした環境教育の在り方 

～選択理科の実践を通して～ 
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① 学校の環境をテーマに個人追求を行う選択

理科の単元指導計画の作成 
② 自然との関わり方の指導 



（２）調べ方の指導 

 学校そのものを調査対象として調べるように

させた。アリやトンボを調べようとする生徒は，

初め水槽など狭い範囲で昆虫を飼育しようとす

る。ある生徒は「アリの住みやすい環境を調べる」

というテーマで研究を始め，水槽にアリを飼育し

始めたが，条件を整備することが難しく，結局死

なせてしまうことになった。そこで，アリを用い

た環境及び生物多様性の研究例を示し，校内のア

リの調査をすることを勧めた。野外調査を行うこ

とで，自然の中で生きる生物を観察し，より広い

視野で自然をとらえることができるようにした。 

 

実践例１ 

 Ｍさんは，校内にバタフライガーデンをつくり

たいと考え，研究を始めた。 

・ 校内の場所を確保し，そこを自然観察園として

手を加える。 

・ 始めに生えていた植物の種類と住んでいた動

物の種類の調査 

・ 整地と池作り 

・ チョウを呼ぶための植栽と餌台の設置 

・ 経過観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最初，Ｍさんは何の研究をしたいのかはっきり

しなかったが，ビオトープに関する本を紹介した

ところ大変興味を持ち，その中からバタフライガ

ーデンを自分の研究テーマに選んだ。 

 具体的な内容を決める際には，もともとその場

所にも生物が生きていることを教え，手を加える

前に調べておくとよいこと，そして手を加えた後

でもチョウだけがやってくるとは限らないので， 

どんな生物についても記録をとっていくように

することを指導した。植栽については，生物によ

って食物となる植物は異なるため，チョウを呼ぶ

ための植物を植える必要があることを教え，本な

どで調べさせた。 

 

Ｍさんの感想 

草を抜いたところに，クロアナバチが巣を作っ

ていました。私が植えたハナトラノオという花に

ヤマトシジミがきて蜜を吸っていました。池を造

ったことで，人工池でも，微生物，マツモムシや

ヤゴが住めることがわかりました。 

 この研究をやって，名前も知らない虫をたくさ

ん見て，調べることで，生き方や暮らし方を知る

ことができてよかったです。自分が造った池や庭

に，生物が来てくれたときは，すごくうれしくて，

本当に感動しました。一生忘れられない出来事で

す。 

 夏休みが終わっても，選択理科の授業の一環と

してヤゴの観察や花を増やしていきたいです。 

 

考察 

 Ｍさんは，初めはバタフライガーデンというチ

ョウを対象にした研究をしていた。いくつかの工

夫をしてチョウを呼び寄せようと試みたが，期待

したほどのチョウは集まらなかった。しかし，チ

ョウに限らず，その場所に住み着く生物を継続的

に観察することで環境と生物のつながりについ

て考え，自分から関わっていこうとする姿が生ま

れた。 

 

 

実践例２ 

 Ｒさんは「多中にいるヤゴ＆トンボの種類を調

べよう」というテーマで研究をした。 

校内に造られた１階の池，３階の水路，屋上の

池の３ヶ所にどんなトンボがいるのかを，ヤゴの

ぬけがらなどから調べ，トンボの種類によって生

きる環境に違いがあるのかを明らかにしようと

した。毎日，トンボやヤゴの観察を行い，ヤゴの

ぬけがらの数や確認したトンボの数を記録した。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｒさんは始め「トンボがすみやすい環境」とい

うテーマを考えたが，具体的な内容を考える段階

でどのように調べればよいか分からなくなって

しまった。校内には，そのころすでにトンボやヤ

ゴの姿が多く見られたので，そこに目を向けさせ，

トンボがすみやすい環境を自分でつくるよりも

実際にトンボがすんでいる場所を調べるほうが

よいことを教えた。また，校内には何カ所も池や

水路があり同じ水が循環しているため，比較する

とよいこともアドバイスした。 

 

Ｒさんの感想 

１階の池と３階の水路，屋上の池ではトンボの

種類が違うことが分かりました。ある本に「イト

トンボは浅い池で，水草などがたくさんあるとこ

ろにくる。水草が少なく，まわりがコンクリート

になった池にはイトトンボはこない。」と書いて

あったけれど，１階の池は３つの池の中で１番深

い（６８ｃｍ）し，まわりもコンクリートなのに

イトトンボがきているので，機会があったらなぜ

なのか調べておきたいです。 

この研究をして，３ヵ所の場所によってトンボ

の種類が違うことを明らかにできたのでよかっ

たです。また機会があったら，今回分からなかっ

た疑問を調べたいです。 

 

考察 

 Ｒさんは校内のトンボの調査をすることで，ト

ンボでも種類によってすむ環境が違うことに気

がついている。トンボの種類について，何冊もの

図鑑を調べ，同定しようと努力できた。イトトン

ボのすむ環境が，本で調べたことと違うことに気

が付いたことも，より関心を深めることにつなが

った。トンボの住む条件の分析が弱かったため， 

今後分析し，検証することができればよいと考え

る。 

実践例３ 

 Ｙくんは校内の水が循環し，浄化システムによ

って浄化されていることを知り，校内の水は本当

にきれいなのか調べてみたいと考え，「水の浄化

と水質～校内の水環境の実態と浄化の方法につ

いて～」という研究をした。 

 

Ｙくんには，学校の設計図や浄化システムの説

明書を与えただけだったが，自分でどんどん研究

を進めていくことができた。まとめの発表会では，

身近な水環境を自分たちの手でよくしていこう

ということを仲間に呼びかけることができた。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 成果と課題 

○ 「知る」「学ぶ」「深める」と段階的に指導し，

校内の環境について継続的に調べることによ

り，自然と人間との関わりについての認識が

深まり，積極的に自然とかかわろうとする姿

が生まれた。 

○ 個人の研究テーマについて，方法を工夫した

り，苦労してデータを集めたりして，粘り強

く追求できた生徒がいた。 

● 個人追求の力が弱く，研究としてきちんとし

たまとめができなかった生徒がいた。「学ぶ」

段階でのきめ細かな指導・援助が必要であっ

た。 

● 今回は２年生の選択として環境教育を行った

が，３年間での段階的な指導や，総合学習の

一環としての位置付けを模索していきたい。 


